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表紙の写真は世界平和トンネル財団が 2009

年 6 月に公募したﾍﾞｰﾘﾝｸﾞ海峡ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのた

めの国際アイディア設計競技の専門家部門

で１等となったﾌﾙﾘｱﾝﾚｽﾄﾚﾎﾟ（ｺﾛﾝﾋﾞｱ）の作

品の一部分で、ﾍﾞｰﾘﾝｸﾞ海峡ﾄﾝﾈﾙ完工以後の

姿を描いたもの。 
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カバーストーリ 鉄道ﾙﾈｯｻﾝｽ時代、韓日ﾄﾝﾈﾙを語る 

０９ ｱｼﾞｱのﾙﾈｯｻﾝｽのためのﾒｶﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ韓日ﾄﾝﾈﾙ/ﾎ･ｼﾞｪﾜﾝ 

１４ 今は共同委員会設置など具体的行動に出る時 

/永野慎一郎 

１８ 海底ﾄﾝﾈﾙの技術力と我が国の鉄道技術 /ﾁｪ･ﾖﾈ 

２２ 財政的赤字も防げない超高速鉄道時代 /ﾅﾑ･ｽﾝﾋﾟｮ 

２６ 言論の集中照明を受ける韓日ﾄﾝﾈﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ/ｺﾞﾝ･ｵﾑﾝ  

私の考えは  

３０ 韓半島が東ｱｼﾞｱの市場になる日を期待して 

/ ﾊﾟｸ･ﾋﾞｮﾝﾌｧﾝ 

人物探訪 チョン・テイク ﾍﾞｰﾘﾝｸﾞ海峡平和ﾌｫｰﾗﾑ韓国代表 

３４ ﾍﾞｰﾘﾝｸﾞ海峡ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは韓半島平和政策の実質的方案 

   / ﾅﾑ・ｽﾝﾋﾟｮ 

海外通信 

３８ いまロシアでは 

大陸間交通路-世界交通ｼｽﾃﾑの断絶  

/ﾗｽﾞﾍﾞｷﾞﾝ ﾋﾟｸﾄﾙ ﾅｺﾗｴﾋﾞｯﾁ 

４１ いま日本では 

両国の未来まで見通して構想すべき韓日ﾄﾝﾈﾙ  

/ 藤橋健次 

４４ いま米国では 

ﾍﾞｰﾘﾝｸﾞ海峡ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは単なる建設工事ではない  

/ﾁｮﾁ ｸﾏﾙ 

４８ NEWS ＆ ISSUE 

   ﾕｰﾗｼｱ-米州大陸連結巨大ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのため国際ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

中国高速鉄道、時速 574.8Km 挑戦する 

加徳海底トンネルが話題になる理由は？ 

 


